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日・韓・在日を架橋する運動体にして、2006年からパレスチナとの交流

事業を継続してきた在日本韓国YMCAが2021〜 22年に主宰したオ

ンラインティーチインが待望の書籍化。差別の複雑な実態を把捉し、それ

に対する解放実践にインスピレーションを与える交
インターセクショナリティ

差 性の概念によっ

て、パレスチナをめぐる抑圧と抵抗の歴史を再照射し、ありうべき連帯の

可能性を開示する。フェミニズム、批判地理学、パレスチナとアメリカ黒

人解放闘争との接点、クィア理論、シオニズムの神学的批判など先鋭的

な視角からなる８本の論考が詰め込まれた、交差的な知と実践の道具箱。

パレスチナに学び、パレスチナとともに闘う
交差的な解放闘争に向けてーーー　　

交差交差するするパレスチナパレスチナ
新新たなたな連帯連帯のためにのために
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東エルサレム YMCA、パレスチナ YWCA による共同プログラ
ムのディレクター、ニダル・アブズルフ氏のメッセージも収録！
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